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専門とする事項 :コ ンクリー ト構造
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(2)不 測 の 事 態 が 発 生 し た こ と に よ る 影 響 と 不 測 の

事 態 を 事 前 に 想 定 で き な か っ た 原 因

(2-1)施 工 の 中 断

① 不 測 の 事 態 が 発 生 し た こ と に よ る 影 響

道 路 排 水 路 で あ る こ と か ら 、 下 流 側 の 工 区 に 影 響 を

及 ぼ す た め 、 住 民 の 了 解 を 得 ら れ る ま で 、 工 事 を 中 断

し な け れ ば な ら な く な つ た 。 工 期 的 に も 、 工 事 期 間 が

限 られ て お り、 早 急 に 工 事 を 再 開 し な い と 、 工 期 内 の

竣 工 は 困 難 に な る 状 況 で あ つ た 。

② 不 測 の 事 態 を 事 前 に 想 定 で き な か っ た 原 因

道 路 排 水 路 の 設 計 は 、 水 の 流 れ が 自然 地 形 に あ つ て

お り、 理 想 的 な 設 計 で あ り経 済 的 に も 最 も 安 価 で あ っ

た 。

ヽ
　
　
キ
Ｃ ら に 、 排 水 路 の 流 量 に お い て も 余 裕 が あ つ た 。

ま た 、 流 末 と な る 隣 接 地 に お い て も 、 人 家 は な く 土 地

の 状 況 は 雑 林 で あ り 、 住 民 の 同 意 は 必 要 な い も の と 考

え て い た 。

以 上 に よ り 、 ま っ た く 問 題 の な い 設 計 で あ り 、 不 測

事 態 を 事 前 に 想 定 す る こ と は で き な か っ た 。

2-2)設 計検討
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た め の 設 計 を 検 討 す る 必 要 が あ つ た 。 検 討 内 容 と し

て 、 当 該 道 路 事 業 費 の 予 算 内 で か つ 住 民 の 要 望 に あ っ

た 案 を 提 案 す る こ と で あ つ た 。
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次 の 原 因 が 考 え ら れ る 。

近 年 の 豪 雨 は 、 局 地 的 、 集 中 的 に 発 生 し 予 想 を は る

か に 超 え る 水 量 も 確 認 さ れ て い る 。 つ い 先 日 も 、 豪 雨

に よ る 土 砂 災 害 が あ つ た 。 こ の よ う な 、 ニ ュ ー ス を 見

る た び に 、 住 民 は 豪 雨 に 対 し て 危 機 感 を 覚 え 、 バ ー ジ

ン バ イ ア ス が 働 く の で あ る と 思 う 。 よ つ て 、 近 年 の 状

況 に 対 す る 、 地 元 住 民 の 考 え を 設 計 に 取 り 入 れ る こ と

が で き な か っ た た め 、 事 前 に 想 定 す る こ と が で き な か

っ た 。
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つ?の ワ犯の減夕でごだうねづぞれt、 トレ
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(3)業 務 の 計 画 時 点 に 戻 つ た と し た ら 、 ど の よ う に

価 各 種 の 前 提 を 想 定 す る べ き か 。

(3-1)経 済 性 管 理 と 社 会 環 境 管 理 の ト レ ー ド生ル生 2

顧 客 が 要 求 す る 事 項 に は 、 経 済 性 が 主 体 で あ る が 、

他 の 要 素 (社 会 環 境 、 安 全 性 等 )と の ト レ ー ドオ フ が

多 い 。製 義 ギ ヽ 経 済 性 と社 会 環 境 が ト レ ー ドオ フ の 場

合 は 、 環 境 が 良 く な る 改 善 策 を 提 案 す る こ と に よ り 、

経 済 性 は 確 保 し た う え で 、 顧 客 に 対 し て も 環 境 対 策 を

満足させ       。し'プレqちりしい′
今 回 の 不 測 事 態 の 場 合 に お い て 、 代 替 案 と し て シ ョ

ー トカ ッ ト案 を 提 案 し 、 社 会 環 境 に つ い て 地 元 住 民 を

満足
ュ協 ltが

できた。 このように、事前に設計の
≧具■が=0→■れ ば 良 い と 考 え る 。

(3-2)婆」峯曇資いゾtび

近 年 は 住 民 と の リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ニ シ ョ ン に よ

木 設 計 を 進 め て い く こ と が 必 要 で あ る 。 こ れ は 、

リ ッ ク ア ク セ プ タ ン ス (PA)を 行 う こ と で 、 設 計 の

技 術 面 以 外 で 対 応 で き な く て も 、 PAを 行 う こ と で 解

決 で き る 場 合 が あ る 。

通 常 は 、 地 元 住 民 対 策 は 発 注 者 で あ る 役 所 が 行 う も

の で あ る が 、 建 設 コ ン サ ル タ ン ト が 役 所 に 代 わ っ て 、

PAを 積 極 的 に 行 う こ と を 提 案 し て も い い と 考 え る 。

今 回 の 道 路 設 計 の 場 合 に お い て も 、 設 計 時 に PAを

行 つ て い れ ば 、 こ の よ う な 不 測 事 態 は 起 き な か っ た の

で は な い か と 考 え る 。
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卿

は 、 教 育 訓 練 を 行 う べ き で あ る と 考 え る 。 そ れ は 、 受

け 手 の 要 因 と し て 受 け 手 を 考 え た 広 報 、 メ ッ セ ー ジ の

要 因 と し て 、 受 け 手 に 明 確 な 目 的 を 分 か り や す い 表 現

を す る こ と で あ る 。 ま た 、 送 り 手 の 要 因 と し て 、 中 立

的 な 第 二 者 の 立 場 と な る 建 設 コ ン サ ル タ ン ト は 、 相 手

に 対 し て 信 頼 感 を 得 る 態 度 を 示 す こ と が 必 要 で あ る 。

以 上 の 、 送 り 手 、 受 け 手 、 メ ッ セ ー ジ の 要 因 等 に つ

い て の ノ ウ ハ ウ を 得 る た め に は 、 OJT、 OFF― 」

Tな ど の 教 育 訓 練 が 必 要 と な る 。

以 上

今ヽ
漁
℃
／
　
く

ぃヾマぞあ>ゝ
t 衡北t匂

ヾ

ち,^資てマ
た め に

人 的 資 源 管 理

リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ̀ン 能 力 の 高 め て


